○廃棄物管理責任者について
　効率的な減量化を行うために，一般廃棄物の発生の抑制やその適正処理の推進に関する業務を担当する者を選任してください。

①選任

　建物内の全ての就業者に対して指導していく必要があるため，建物全体についてごみの管理が行える方を選任してください。
②責務

　廃棄物管理責任者は，減量計画書を作成するほか，建物内から排出されるごみの実態を把握するとともに減量化，資源化を具体的に進めていく責務があります。

③届出

　毎年提出していただく減量計画書の作成者欄に記載し，届け出るものとしますが，人事異動などで変更があった場合はその都度届け出てください。

④職務

廃棄物管理責任者の具体的な職務は，概ね次のことが考えられます。

・排出されるごみや資源化物の種類・量・処理方法の把握とその記録の管理。

・減量計画書を作成するとともに，資源化推進のための組織や体制の整備。

・資源回収業者，処理業者，ビル管理会社との回収ルートについての調整。

・一般廃棄物の適正処理や分別方法について，社員等への啓発の実施。

なお，テナントビルの場合は，各テナントの代表者を決めて，リサイクル推進のための組織をつくり，意見調整と意思統一を図る必要があります。

・減量化，資源化，あるいはごみの適正処理が行われているか定期的に点検し，必要に応じて見直しを図る。

○指導及び助言
市では提出された減量計画書を審査し，内容に無理がないか，リサイクルに積極的に取り組んでいるかなど，必要な事項について指導及び助言を行います。

　さらに，必要によっては各事業所を訪問し，分別状況，保管場所の確保などについて立入り指導を行います。

　各事業所を訪問する際は，事前に連絡しますので，必ず廃棄物管理責任者の立ち会いをお願いします。













